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人工林施業 森林情報

現人工林 現天然林

・実効性ある森林計画の作成（森林認証等との関係含む） ・保安林等の規制の意味と妥当性

情報の分析，モニタリング

森林施業技術の妥当性，体系化 費用対効果分析

・天然更新の
　可能性と意
　味
・針広混交林
　化，広葉樹
　林化の可能
　性と意味 

・天然林施業
　の可能性と
　意味
･里山林の取
　り扱い
・奥地林の取
　り扱い  

・長伐期林
　のリスク
　と対応
・長伐期林
　の成長予
　測

・造林省力
　化の可能
　性

・温暖化の影
　響
・温暖化への
　適応 

・国家森林
　資源デー
　タベース
　の内容と
　活用 

・多面的機能
　の発揮に必
　要な情報 
・モニタリン
　グ 

・効率的な情報
　の把握，更新
　の方法
・境界把握の緊
　急的実施 

・GIS等ITの
　利用
・情報の公開 

S1　天然林施業 S3　地球温暖化の対応

S6 森林所有者まで徹底しうる森林整備目標の作成

S8 望ましい森林施業を達成するための計画の作成・管理及び規制

S2　長伐期林 S7　通常伐期
林

撹乱要因の分
析

モニタリン
グ

S5　把握すべ
　　き内容

S5　把握の方法 S4　活用

▲図①　森林施業の課題（案）

注 1）図中「S」は，セミナーの課題として想定されているもの。
　 2）現在，森林施業の課題について，「S6」までが終了。




